
１

農
林
水
産
省

作
成
資
料
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0

5
0
0

1
,0

0
0

1
,5

0
0

2
,0

0
0

2
,5

0
0

3
,0

0
0

3
,5

0
0

4
,0

0
0

機
構
分
の
新

規
集

積
面

積
集
積
面
積

２
６
年

度
２
７
年

度
２
８
年

度
２
９
年
度

99
7h

a

3,
47

3h
a

提
案
に
至

っ
た
背

景

農
地
中
間
管
理
事
業
は
、
市
町
村
が
作
成
す
る
農
用
地
利
用
集
積
計
画
、
機
構
が
作
成

す
る
農
用
地
利
用
配
分
計

画
の

２
つ
の
計
画
作

成
が
必
要
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
知
事
認
可
に
係
る
２
週
間
の
公
告
縦
覧
の
期
間
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

農
業
者
、
市
町
村
等
か
ら
手
続
き
に
時
間

が
か
か
る
と
の
声
が
出
て
い
る
。

2

大
分

県
に
お
け
る
担
い
手
へ
の
農
地

の
集

積
状
況

農
地

法
や
基
盤
強
化
法
に
よ
る
農

地
の

利
用
権
設
定
に
く
ら
べ
て
、
手

続
き
に
時

間
が
か
か
る

（
現

場
の
声
）
。

出
典
；
農
地
中

間
管
理
機
構
の
実
績
等
に
関
す
る
資
料
（
農
林
水
産
省
）

○
農

地
の
利

用
権
の

設
定

許
可

団
体

許
可

ま
で

の
期

間

農
地

法
３
条

農
業

委
員

会
約

１
ヶ
月

農
業

経
営

基
盤

強
化

促
進

法
市

町
村

約
１
ヶ
月

農
地

中
間

管
理

事
業

都
道

府
県

約
３
ヶ
月

※
許
可
ま
で
の
期
間
は
、
農
業
委
員
会
、
市
町
村
等
へ
の
聞
き
取
り
に
よ
る

【
問
題
意

識
】
国
、

地
方

を
挙

げ
て

、
農
地
中

間
管
理
事

業
に
よ

る
農
地
集

積
を
推

進
し

て
い

る
に

も
関

わ
ら
ず
、

同
事
業
に

よ
る

集
積

面
積

は
全
体
の

約
３
割
に

と
ど
ま

っ
て
い
る

。
従
来

制
度

（
農

業
経

営
基

盤
強
化
促

進
法
等
）

か
ら

う
ま

く
誘

引
で
き
て

い
な
い
実

態
が
あ

る
の
で
は

な
い
か

。

（
ｈ
ａ
）

約
３

割
に

と
ど

ま
っ

て
い

る
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3

【
大

分
県
の

手
続
き
期
間

例
】

書
類
の
審
査
等

を
行
う

期
間

を
要
す
る

大
分
県

の
工
夫

国
が

示
す
農
地
中

間
管

理
事

業
の

手
続
き
期

間
短
縮
化

の
例
（

計
約
５
週

間
）

を
参

考
に

、
事

務
の

迅
速

化
を

図
っ

て
い
る
と
こ

ろ
で

は
あ

る
が

、
そ
れ
で

も
な
お
、

約
３
か

月
間
（
１

２
週

間
）

を
要

し
て

い
る

。

【
国

が
示
す
手
続
き
期
間
短
縮
化

例
】

農
業

委
員

会
市
町
村

農
用

地
利

用
集

積
計

画
作
成
・
公
告

農
業

委
員
会

市
町
村

農
用

地
利

用
配
分
計
画
案

作
成
・
提
出

約
６
週

間

機
構

県

農
用

地
利

用
配

分
計

画
作

成
・
申

請

審
査

・
決

裁

県
県

農
用
地
利
用
配
分

計
画

縦
覧
２
週
間

（
法
定
）

約
３
週

間
約

３
週

間

認
可
・
公
告

計
約

３
ヶ
月

間
（１

２
週

間
）

現
地
確
認
や
農
地
の

権
利
関
係
確
認
を
行

う
期

間
を
要
す
る

計
画
案
の
審
査
、
計
画
の
作

成
等

を
行
う
期
間
を
要
す
る

書
類
作
成
の

期
間

を
要
す
る

102



◎
農
地
中
間
管
理
事
業
の

推
進

に
関

す
る
法

律
第
１
８
条
３
項

都
道

府
県
知
事
は
、
第
一
項
の
認
可
の
申
請
が
あ
っ
た
と
き
に
は
、
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
旨
を
公
告
し
、
当
該
農
用
地
利
用

配
分
計
画
を
当
該
公
告
の
日
か
ら
二

週
間
公
衆
の
縦
覧
に
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
利
害
関
係
人
は
、
当
該
縦
覧
期
間
満
了
の

日
ま
で
に
、
当
該
農
用
地
利
用
配
分
計
画
に
つ
い
て
、
都
道
府
県
知
事
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

◎
農
地
中
間
管
理
事
業
の

推
進

に
関

す
る
法

律
附
則
第
２
条

政
府
は
、
こ
の
法
律
の

施
行
後
五
年
を
目
途
と
し
て
、
農
地
中
間
管
理
事
業
及
び
こ
れ
に
関
連
す
る
事
業
に
関
し
、
そ
の
実
施
主
体
、
こ
れ
ら
の
事
業
に

対
す
る
国
の
財
政
措
置
の
見
直
し
（
農
地
中
間
管
理
機
構
に
対
す
る
賃
料
に
係
る
助
成
の
見
直
し
を
含
む
。
）
そ
の
他
の
こ
れ
ら
の
事
業
の
在
り
方
全
般

に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
法
制
上
の
措
置
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

⇒
見

直
し
規
定
あ
り

4

◎
公
告
の

日
か
ら

２
週

間
公

衆
の

縦
覧
に
供

す
る
こ
と

を
廃
止

○
大
分

県
で
は

、
農

地
中

間
管

理
事

業
が

創
設
さ
れ

て
以
降

、
縦

覧
期
間
中

に
利
害

関
係

者
か
ら
意

見
書

が
提

出
さ

れ
た

こ
と

は
な

い
。

○
現
行

制
度
上

で
も
、

農
用

地
利

用
配

分
計

画
案
に

つ
い
て

は
、

市
町
村
農

業
委
員

会
の

意
見
等
を

確
認

し
て

お
り

、
土

地
の

所
有

者
、

使
用

者
等
の

利
害
関

係
者

と
も

調
整

を
図

る
こ
と

が
で
き

て
い

る
。

【
効

果
】

①
担

い
手

に
よ
る
速
や
か
な
営
農
活
動
に
資
す
る
。

②
農

地
中
間
管
理
事
業
の
利
用
向
上
が
期
待
で
き
る
。

求
め
る
措

置
の
具

体
的

内
容

農
地

中
間
管
理
事
業
の
手

続
き
期
間
が
短
く
な
っ
て
、

利
用

し
や
す
い
ね
。

【
大
分

県
の

手
続
き
期
間

例
】

農
業

委
員

会
市
町
村

農
用

地
利

用
集

積
計

画
作
成
・
公
告

農
業

委
員
会

市
町
村

農
用

地
利

用
配

分
計
画
案

作
成
・
提
出

約
５
週

間

機
構

県

農
用

地
利

用
配

分
計

画
作

成
・
申

請

審
査

・
決

裁

県

約
２
週

間
約

１
週

間

認
可

・
公

告

計
約

２
ヶ
月

間
（８

週
間
）

国
が
示
し
た
短
縮
化
工
夫
②

に
沿

っ
た
迅
速

化
を
図
る

事
務
改
善
を
行
い
迅
速
化
を

図
る

２
週

間
の
縦
覧

期
間
を
廃
止
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土
地
改
良
事
業
（
線
的
整
備
事
業
）
の

受
益
地
変
更
要
件
等
の
明
確
化

（
岡
山
県
提
案
）

平
成
３
０
年
７
月

岡
山
県

104

重点番号14：土地改良事業に係る受益地の変更要件等の明確化（岡山県）



１

提
案
内
容
に
つ
い
て

事
業

実
施

中
の

土
地

改
良

事
業

（
線

的
整

備
事

業
）
に

つ
い

て
、

〇
事

業
完

了
ま

で
は

受
益

地
設

定
を

含
む

事
業

計
画

の
変

更
を

可
能

と
す

る
こ

と

〇
受

益
地

の
変

更
可

否
の

判
断

基
準

（
事

例
集

の
作

成
を

含
む

）
及

び
変

更
に

係
る

手
続

の
手

順
等

を
明

確
化

す
る

こ
と

▼
受

益
地

を
変

更
す

る
に

あ
た

っ
て

、
法

定
の

同
意

等
に

加
え

て
要

件
・
条

件
が

あ
る

の
か

▼
事

業
実

施
主

体
と

の
協

議
等

を
含

め
、

ど
の

よ
う

な
手

続
が

発
生

す
る

の
か

▼
手

続
を

進
め

る
上

で
ど

の
よ

う
な

書
類

が
必

要
と

な
る

の
か

▼
全

体
と

し
て

ど
の

程
度

時
間

を
要

す
る

の
か

地
域

の
実

情
に

応
じ

た
柔

軟
な

土
地

利
用

の
検

討
を

進
め

や
す

く
な

る

規
模

等
に

よ
っ

て
、

事
業

（
工

事
）期

間
が

１
０

年
以

上
に

及
ぶ

ケ
ー

ス
も

あ
る

中
、

基
準

・
手

続
が

明
確

と
な

る
こ

と
で
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２

土
地
改
良
法
に
お
け
る
土
地
改
良
事
業
の
流
れ

（
※

農
林

水
産

省
Ｈ

Ｐ
よ

り
引

用
）

〇
事

業
計

画
策

定
に

至
る

流
れ

は
、

分
か

り
や

す
く
示

さ
れ

て
い

る
。

→
受

益
地

変
更

（
計

画
変

更
）
の

場
合

は
？

→
事

業
実

施
主

体
以

外
の

者
か

ら
提

案
で

き
る

？

〇
法

律
上

は
、

地
権

者
等

の
同

意
が

求
め

ら
れ

て
い

る
が

、
事

業
実

施
主

体
の

違
い

や
、

事
業

の
内

容
に

応
じ

て
、

ま
た

、
公

的
補

助
の

有
無

に
応

じ
て

、
受

益
地

変
更

の
際

に
ど

れ
だ

け
の

調
整

が
必

要
？

〇
い

わ
ゆ

る
「
軽

微
な

変
更

」と
し

て
、

簡
素

な
手

続
き

で
受

益
地

変
更

を
行

っ
た

線
的

事
業

の
事

例
は

？
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土
地
改
良
事
業
（
線
的
整
備
事
業
）
イ
メ
ー
ジ

３

土
地
改
良
事
業
の
線
的
整
備
事
業
に
つ
い
て

ダ
ム
・
井
堰

幹
線

用
水

受
益

地

受
益

地

○
土

地
へ

の
直

接
投

資
の

有
無

に
関

わ
ら

ず
広

大
な

面
積

が
受

益
地

設
定

さ
れ

る
ケ

ー
ス

が
多

い

○
事

業
が

長
期

間
に

わ
た

る
ケ

ー
ス

が
多

い

例
）

水
源

の
ダ

ム
、

井
堰

の
改

修
等

を
行

う
場

合

例
）

農
用

地
区

域
内

農
地

の
場

合
、

事
業

完
了

後
も

含
め

た
制

約

ダ
ム

等
が

起
点

と
な

り
カ

バ
ー

す
る

エ
リ

ア
を

受
益

地
に

設
定

（
改

修
等

の
事

業
執

行
申

請
時

）

引
き

続
き

受
益

地
設

定
従

前
の

事
業

で
受

益
地

設
定

農
地

以
外

の
利

用
の

具
体

計
画

が
な

い
場

合

事
業

期
間

（
例

え
ば

１
０

年
）

＋
事

業
完

了
公

告
後

（
８

年
）

農
業

振
興

上
必

要
不

可
欠

な
事

業
で

あ
る

が
、

受
益

地
に

関
し

て
は

制
約

が
存

在

社
会

経
済

情
勢

の
変

化
に

即
応

し
た

土
地

利
用

に
む

け
て

、
基

準
・
手

続
等

の
明

確
化

に
よ

り
円

滑
な

受
益

地
変

更
を

可
能

と
し

た
上

で
、

土
地

利
用

の
検

討
の

機
会

を
確

保
す

る
こ

と
が

必
要

！
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参
考

受
益
地
変
更
を
含
め
た
土
地
利
用
の
検
討
の
例

４

＜
参

考
＞

当
面

の
検

討
地

区
（Ａ

地
区

）
現

状
：
第

１
種

農
地

約
４

ｈ
ａ

将
来

的
な

検
討

地
区

（Ｂ
地

区
）

現
状

：
農

用
地

区
域

内
農

地

よ
り

南
側

は
事

業
実

施
中

の
受

益
地

（
全

体
面

積
は

数
千

h
a）

農
用

地
区

域
内

農
地

＜
凡

例
＞

イ
ン

タ
ー

チ
ェ

ン
ジ

出
入

口

大
型

物
流

施
設

①
H

2
9
立

地
（投

資
額

非
公

表
）

敷
地

面
積

5
.1

ha
  
延

床
面

積
４

階
建

3
8
千

㎡

大
型

物
流

施
設

②
（２

棟
）

H
2
5
＆

H
2
7立

地
（
投

資
額

約
1
9
2
億

円
）

敷
地

面
積

6
.7

h
a

延
床

面
積

５
階

建
1
56

千
㎡

※
各

数
値

は
２

棟
合

計
の

も
の

高
速

道
路

【
周

辺
環

境
】

○
イ

ン
タ

ー
チ

ェ
ン

ジ
周

辺
へ

の
新

た
な

企
業

立
地

○
道

路
整

備
の

進
展

【
地

元
か

ら
の

声
】

○
イ

ン
タ

ー
チ

ェ
ン

ジ
の

ポ
テ

ン
シ

ャ
ル

を
生

か
し

た
農

業
以

外
の

土
地

利
用

の
検

討
（地

元
市

町
村

）
○

後
継

者
の

不
在

等
に

よ
る

将
来

的
な

農
業

継
続

の
不

安
（耕

作
者

）
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地
方
分

権
改
革
に
関
す
る
提
案

川
口

市
消

防
局

「
地
方
公

共
団
体
が
実
施
す
る
災
害
時
飛
行
を
目

的
と
す
る

無
人
航
空
機
の
飛
行
訓
練
時
の
規
制
の

見
直

し
」
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重点番号31：地方公共団体が実施する災害時飛行を目的とする無人航空機の飛行訓練時の規制　　　　　　　　　の見直し（川口市）



地
方
公
共

団
体
が
災
害
時
等
で
飛
行
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
行
う
無
人

航
空
機
の
飛
行
訓
練
に
つ
い
て
、
実
災
害
時
で
の
飛
行

を
よ
り
安
全
か

つ
正

確
に
行
う
た
め
に
、
飛
行
訓
練
時
の
規
制
緩
和
を
求
め
る
も
の
。

求
め
る
措
置
の
内
容

①
人
口
集
中
地
区
（

DI
D）

で
も
飛
行
範
囲
を
逸
脱
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う

な
措
置
（
ロ
ー
プ
等
を
付

け
る
・
四
面
を
ネ
ッ
ト
で
囲
み
、
ネ
ッ
ト
よ
り
高
い

高
度
を
飛
行
し
な
い
よ
う
に
機
械
制
御
す
る
等
）
を
行
い
、
か
つ
十
分
な

飛
行
経
験
を
有
す
る
も
の
が
、
各
種
監
視
・
指
導
の
た
め
立
会
い
を
す
れ

ば
、
許
可
等
を
不
要
と
す
る
（
航
空
法
適
用
除
外
と
す
る
。
）
。

②
災
害
時
の
飛
行
を
目

的
と
す
る
無
人
航
空
機
の
飛
行
訓
練
に
係
る
許

可
・
承
認
に
つ
い
て
は
、
必
要
な
飛
行
時
間
の
実
績
を
短
く
す
る
こ
と
。

具
体
的
な
内
容
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航
空

法

国
若
し
く
は
地
方
公

共
団
体

等
が
捜

索
又
は

救
助
そ
の

他
緊
急

性
が
あ
る
も
の
の
た
め
に

行
う
無
人
航
空
機

の
飛

行
に
つ
い
て
は
、
上
記

内
容
は

適
用
し
な
い
。

→
火

災
・救

助
現

場
等

は
許

可
等

不
要

下
図
空
域
内
に
お
い
て
は
、
無

人
航
空

機
を
飛

行
さ
せ
て
は

な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
国
土
交

通
大
臣
が
各
種
安
全

に
つ
い
て
認

め
、
許

可
し
た
場

合
に
は

、
こ
の

限
り
で
な
い
。

飛
行
の
禁
止
空
域

（
航
空
法

第
１
３
２
条

）

国
土

交
通
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
抜
粋

捜
索
、
救
助

等
の

た
め
の

特
例

（航
空

法
第

１
３
２
条
の

３
）
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具
体
的
な
支
障
事
例

捜
索
、
救
助
等
の
た
め
の
特
例
に
よ
り
、
災
害
時
で
の
飛
行
は
許
可
等
不
要

実
災
害
（
屋
外
）
で
飛
行
さ
せ
る
た
め
の
知
識
と
技
術
は

必
要

し
か

し
、

屋
外
で
の
飛
行
訓
練
は
必
須

①
許
可

等
不

要
な
屋
外
で
飛

行
さ
せ
る
。

※
「無

人
航

空
機
が

飛
行
範

囲
を
逸

脱
す
る
こ
と
が

な
い
よ
う
に
四
方
及
び

上
部
が
ネ
ッ
ト
等
で
囲
ま
れ

て
い
る
場

合
は
、
屋

内
と
み

な
す
こ
と
が
で
き

る
」（

無
人

航
空

機
（ド

ロ
ー
ン
・ラ

ジ
コ
ン
等

）の
飛

行
に
関
す
る

Q
＆

A抜
粋

）

②
国
土

交
通

大
臣

の
許

可
等
を
得

た
後

に
屋

外
で
飛

行
す
る
。

※
許
可

等
要

件
に
は

１
０
時

間
の

飛
行
経

験
が
必

要
で
あ
る
。

許
可

等
取

得
し
て
い
な
い
者

が
飛

行
さ
せ

る
に
は
・
・・
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